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令和５年３月期業績予想値と実績値の差異、営業外収益および減損損失の計上に関するお知らせ 

 

令和４年 11 月４日に公表した令和５年３月期（令和４年４月１日～令和５年３月 31 日）の業績予想

と本日公表の実績値において差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

１．令和５年３月期の連結業績予想数値と実績値の差異（令和４年４月１日～令和５年３月 31 日） 

 売 上 高 
営 業 利 益 

又は営業損失（△） 

経 常 利 益 

又は経常損失（△） 

親会社株主に帰属す

る 当 期 純 利 益 

又は当期純損失（△） 

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

又は当期純損失（△） 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

104.500 

百万円 

1,000 

百万円 

3,300 

百万円 

1,400 

円 銭 

73.47 

実績値（Ｂ） 106,598 1,468 3,914   1,255 65.87 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 2,098 468 614 △144  

増 減 率（ ％ ） 2.0 46.8 18.6 △10.3  

（ 参 考 ） 前 期 通 期 実 績 

（ 令 和 ４ 年 ３ 月 期 ） 
94,472 △4,200 6,398 1,105 57.99 

 

２．差異が生じた理由 

連結売上高は、新型コロナウイルス感染症の重症化リスク低下等により、経済活動の回復が顕著とな

ったこと等により、前回発表予想を上回りました。 

営業利益、経常利益については、売上高の上昇により固定費の占める割合が低下し、前回発表予想を

上回りました。一方、親会社株主に帰属する当期純利益は、エネルギー費の上昇傾向等により、減損損

失が前回発表時の予想を上回り、前回発表予想を下回りました。 

 



 

３．営業外収益および減損損失の計上について 

（１）営業外収益の計上について 

新型コロナウイルス感染症に係る感染拡大防止協力金等の収入を「助成金等収入」として、 

1,991,194 千円を計上いたしました。 

 

（２）減損損失の計上について 

  令和５年３月期会計期間において、当社グループが運営している店舗などの固定資産等の 

将来の回収可能性を検討し減損損失 1,256,013 千円を計上いたしました。 

 

※上記（１）および（２）の業績に与える影響については、本日公表の「令和５年３月期決算短信 

【日本基準】（連結）」に反映しております。 

 

以上 


